
いちごドリルプリント

慣用句(中級)プリント 月 日 名前

問1 店長は店全体に（　）を配り、客の様子を確認する。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 手 2. 目 3. 耳 4. 足

問2 「手がかかる」を正しく使っている文はどれですか？
1. 重い荷物なので、手がかかって運
ぶ。

2. 手がかかるので、手袋をはめて作業
した。

3. この機械は修理にとても手がかか
る。

4. 手がかかる料理を食べて、お腹がい
っぱいだ。

問3 「腕を振るう」の意味はどれですか？

1. 準備を念入りにして機会を待つ 2. 一生懸命に努力して仕事をする 3. 自分の力を誇示して威張る 4. 持っている能力や技術を十分に発揮
する

問4 「揚げ足を取る」を正しく使っている文はどれですか？
1. 議論の最中に相手の揚げ足を取るよ
うな発言は控えるべきだ。 2. 揚げ足を取ってフライを調理する。

3. 転ばないように相手の揚げ足を取っ
て支える。

4. 柔道の練習で相手の揚げ足を取って
投げ飛ばした。

問5 「身を粉にする」の意味はどれですか？

1. 体力を使い果たして倒れてしまう 2. 自分の体を細かく砕いて粉末にする 3. ある物事のために、苦労をいとわず
懸命に働く

4. 自分を犠牲にして他人に尽くす

問6 彼は事件について（　）を閉ざした。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 口 2. 心 3. 目 4. 耳

問7 古本屋に売った本は（　）にしかならなかった。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 銭 2. 文 3. 金 4. 円

問8 「一線を画す」の意味はどれですか？
1. 一本の線を引いて、物事をきれいに
整理する

2. 物事の区別がつかなくなるほど混ざ
り合っている

3. あるものと他のものとの間に、はっ
きりとした境界を設ける

4. 他の人とは違う特別な才能を持って
いることを示す

問9 ライバルを（　）を明かして優勝した。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 耳 2. 目 3. 口 4. 鼻

問10 「目を光らせる」を正しく使っている文はどれですか？
1. 暗闇で猫が目を光らせて獲物を探し
ている。

2. 鏡を見て自分の目を光らせてチェッ
クした。

3. 警備員は不審者が入らないよう目を
光らせている。

4. 懐中電灯で目を光らせて足元を照ら
した。

問11 「一か八か」の意味はどれですか？
1. 物事を最初から最後まで慎重に計画
して進めること

2. 過去の失敗を教訓にして、同じ過ち
を繰り返さないこと

3. 結果がどうなるか分からないが、運
を天に任せてやってみること

4. 二つの選択肢の間で迷い、なかなか
決断ができないこと

問12 「取り越し苦労」を正しく使っている文はどれですか？
1. 山道を急いで取り越し苦労で登っ
た。

2. 取り越し苦労をして、やっとの思い
で家に帰った。

3. 重い荷物を取り越し苦労して運ん
だ。

4. 何も起きなかったから、私の取り越
し苦労だった。

問13 「目が利く」を正しく使っている文はどれですか？

1. 目が利くので遠くの文字も読める。 2. 暗い夜道でも目が利くようにライト
を持つ。

3. 目が利くように毎日ビタミンをと
る。

4. 父は骨董品を見る目が利く。

問14 「目を配る」の意味はどれですか？
1. 不安を感じて、落ち着きなく視線を
動かす

2. 全体に注意が行き届くように、あち
こちを見る 3. 相手の欠点を見ないふりをして許す 4. 相手の過ちを厳しく指摘して見張る

問15 先生の教えを（　）に刻む。（　）に入る言葉はどれですか？
1. 体 2. 頭 3. 心 4. 胸

問16 彼の功績は枚挙に（　）がない。（　）に入る言葉はどれですか？
1. はま 2. ひま 3. きりま 4. いとま

問17 「暖簾に腕押し」を正しく使っている文はどれですか？
1. 暖簾に腕押しをすると、腕が痛くな
るのでやめよう。

2. 暖簾に腕押しをして、入り口の布を
きれいに広げた。

3. やる気のない相手に意見を言って
も、暖簾に腕押しだ。

4. 暖簾に腕押しをして、お店の看板を
外に出した。
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答え合わせ・解説

問1 答え 2
目

「目を配る」の「目」の部分が入ります。 意味は「全体に注意が行き届くように、あちこ
ちを見る」です。

問2 答え 3
この機械は修理にとても手がかかる。

「手がかかる」の正しい使い方は「この機械は修理にとても手がかかる。」です。 意味は
「世話や処理に手間や時間がかかる」です。

問3 答え 4
持っている能力や技術を十分に発揮する

「腕を振るう」は「持っている能力や技術を十分に発揮する」という意味です。

問4 答え 1
議論の最中に相手の揚げ足を取るような発言は
控えるべきだ。

「揚げ足を取る」の正しい使い方は「議論の最中に相手の揚げ足を取るような発言は控える
べきだ。」です。 意味は「相手の言い間違いや失言を捉えてからかう」です。

問5 答え 3
ある物事のために、苦労をいとわず懸命に働く

「身を粉にする」は「ある物事のために、苦労をいとわず懸命に働く」という意味です。

問6 答え 1
口

「口を閉ざす」の「口」の部分が入ります。 意味は「何も言わないようにする」です。

問7 答え 2
文

「二束三文」の「文」の部分が入ります。 意味は「数が多くても非常に安いこと」です。

問8 答え 3
あるものと他のものとの間に、はっきりとした
境界を設ける

「一線を画す」は「あるものと他のものとの間に、はっきりとした境界を設ける」という意
味です。

問9 答え 4
鼻

「鼻を明かす」の「鼻」の部分が入ります。 意味は「相手を出し抜いて、あっと言わせ
る」です。

問10 答え 3
警備員は不審者が入らないよう目を光らせてい
る。

「目を光らせる」の正しい使い方は「警備員は不審者が入らないよう目を光らせている。」
です。 意味は「不正やミスがないか、厳しく注意して見張る」です。

問11 答え 3
結果がどうなるか分からないが、運を天に任せ
てやってみること

「一か八か」は「結果がどうなるか分からないが、運を天に任せてやってみること」という
意味です。

問12 答え 4
何も起きなかったから、私の取り越し苦労だっ
た。

「取り越し苦労」の正しい使い方は「何も起きなかったから、私の取り越し苦労だった。」
です。 意味は「まだ起こっていないことに対してあれこれと心配すること」です。

問13 答え 4
父は骨董品を見る目が利く。

「目が利く」の正しい使い方は「父は骨董品を見る目が利く。」です。 意味は「物事の良
し悪しを見分ける能力があること」です。

問14 答え 2
全体に注意が行き届くように、あちこちを見る

「目を配る」は「全体に注意が行き届くように、あちこちを見る」という意味です。

問15 答え 3
心

「心に刻む」の「心」の部分が入ります。 意味は「忘れまいとして、深く記憶にとどめ
る」です。

問16 答え 4
いとま

「枚挙にいとまがない」の「いとま」の部分が入ります。 意味は「数が非常に多くて、い
ちいち数えきれないこと」です。

問17 答え 3
やる気のない相手に意見を言っても、暖簾に腕
押しだ。

「暖簾に腕押し」の正しい使い方は「やる気のない相手に意見を言っても、暖簾に腕押し
だ。」です。 意味は「手ごたえがなく、張り合いがないこと」です。


